
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１問 (✖️) 

セミの成虫や幼虫を食用として食べている国もあります。川エビのような味と食感でおいしいと

いう人もいます。ぬけがらも油であげて食べることはできるそうですが、味はあまりなく、食感

を楽しむもののようです。ちなみに、ぬけがらがパリッとしているのは、キチンというとてもじ

ょうぶな成分が多くふくまれているからのようです。 

 

第２問 ( ○ ) 

蝉退
せんたい

と呼ばれる生薬
しょうやく

になります。使われるセミの種類はさまざまのようです。 

 

第３問 (✖️) 

こん虫だって息
いき

をしています。でも、口や鼻から空気をすうのではなく、おなかの横にある

「気門
き も ん

」（＝空気をとり入れるあな)から息
いき

をしています。 

そして、気門から全身に空気をとどけるやくわりの細くえだ分かれしたホースのことを

「気管支
き か ん し

」といい、銀色にかがやく美しい管
くだ

なのですが、体の中にあるため外からは見えませ

ん。ただ、脱皮した時はこの「気管
き か ん

支
し

」も脱皮して、皮だけがぬけがらの方に残るのです。 

これが、ぬけがらから出ている白い糸のようなものの正体なんだそうです。 

※澤口たまみ「昆虫楽園」（山と渓谷社）より 

ムム・・・ならば、ヤゴのぬけがらにも「気管支」のぬけがらの白い糸、あるかな？ 

 

第４問 ( ○ ) 

また、木の根っこには１匹だけでなく、数匹の幼虫がいるようです。幼虫が出てきた穴 

を見つけたら、その近くでまた出てくるのかもしれません。 

 

第５問 ( ○ ) 

カメムシ目
もく

という広い「くくり」に入ります。カメムシ目の一番のとくちょうは、口が針状
はりじょう

にな

っていること。針状の口でセミは木の樹液
じゅえき

をすい、カメムシは植物のくきなどから液をすいま

す。ちなみにアメンボも水中でカエルなどをつかまえて体液をすうタガメもカメムシのなかまで

すよ～ 


